
＊�合計点が各学部（専攻等）および各入試方式の科目の配点と異なる場
合は、得点換算を行います。
※1　文学部では、「二�現代文」と「四�漢文」は選択問題です。
　� 　なお、文学部以外では漢文の独立問題は出題しません。

〈問題選択について〉
方式 学部 解答する問題

全学統一・学部個別 文学部 一、二、三または一、三、四
上記以外 一、二、三

国　語 全学統一方式・学部個別配点方式全学統一方式・学部個別配点方式
〈出題内容・形式・配点〉

内容 形式 配点 試験時間

一 現代文 マークと
記述を併用 45

80分

二 現代文　※1 マークと
記述を併用 15

三�古文 マークと
記述を併用 40

四 漢文　　※1 マークと
記述を併用 15

合計 100

【出題の基本方針】
高等学校の学習を基礎としつつ、大学入学後の学びをスター

トするにあたって必要なレベルの文章読解力を問うように問
題文を選び、出題している。現代文では、文章全体の流れの中
で語句を適切に理解しながら、文章の読解が進み、主題の把握

へとつながるように問いの順番を考慮して出題した。古文・漢
文も文章全体の趣旨を正確に理解できるかどうか、受験生の読
解力を問う問題を中心に出題し、読解の前提である文法や語彙
などの基礎知識の習得がなされていることを確認するための
問題も出題している。

【学習のポイント】
・�学習にあたっては、まず、文章全体の大意を把握し、そのうえで、文章の構成や、個々の文章・語句の位置づけを理解で
きるよう心がけること。
・�現代文では、特に評論文で使われる概念や比喩的な表現の理解が必要となる。普段から評論文を読み、頻出概念や比喩的
な言い回しに慣れておくこと。ある程度の長さの評論文を短時間で理解する訓練をすること。
・�筆者独得の表現や考えが展開されることもある。先入見にとらわれず、文章中のキーワードを把握し、文章が示している
ものを的確に理解することを心がけてほしい。
・�繰り返しや言い換えなどで強調されている箇所が作者の主張したい内容であることが多い。文章の趣旨を理解するうえで
の重要なポイントとして注目すること。
・�語彙・句法・表現技法などについては、普段から評論文に親しみ、初見の語句は辞書で調べる習慣を身につけたい。漢字
については、同音異義語に注意するほか、丁寧かつ正確に書くように普段から心がけること。
・�文学史については、単なる作者や作品名の暗記ではなく、文学史の流れとして学習しておくこと。
・�古文は、基礎的な語彙や文法についての知識を身につけ、正確に意味を読み取れるように心がけること。主語となる動作の主
体が誰か、敬語表現にも留意して丁寧な読解を心がけること。日記や物語の中の和歌の技法・形式についても注意しておくこと。
・�漢文は、基本的な知識を問う問題であるので、基礎的な語彙の意味をきちんと理解して、文章全体を読み取る力を養うこと。

【出題の基本方針】
文章を論理的に読解できる力があるかどうかを問うことに重
点を置き、現代社会の諸事象や言語・文化・思想・歴史をテー
マとした論理性・批判性のある文章を選び、大問2題構成とした。

国　語 共通テスト併用方式・後期分割方式共通テスト併用方式・後期分割方式
〈出題内容・形式・配点〉

内容 形式 配点 試験時間
一 現代文 マーク 50

80分二 現代文 マーク 50
合計 100

【学習のポイント】
・�論理的な文章を読解するためには、まずは、文脈の中で語句の意味を理解し覚えること、また、論理的に思考するためのツー
ルとして概念語（抽象語）が使いこなせること、さらには文章の構造を大局的・俯瞰的に把握でき、筆者の思考や論理の道
筋を正確にたどれることが必要である。
・�さまざまな話題に興味・関心を持ち、教養書や新聞の社説・文化欄なども意欲的に読み、幅広い読書を通して、精密で批判
的な思考を可能にする豊かな概念と語彙を養ってほしい。また、偏りのない判断や批判的思考が可能となるよう、ことばを
自覚的に運用できる力を身につけることも心がけてほしい。

政治・経済（選択科目）
【出題の基本方針】
基本的な出題形式は大問３つ、内訳は政治２問＋経済１問、また

は、政治１問＋経済２問の組み合わせである。もっとも、政治と経
済は密接な関係にあることから、政治と経済の複合的な大問となる
場合もある。教科書に準拠しつつ、受験生のより広い知識・思考力・
判断力を問うことを基本方針とした。

〈出題内容・形式・配点〉※出題内容、問題番号、配点は2月1日実施分です。
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ 社会保障制度の歴史 記述 35

80分Ⅱ 国民経済の規模 記述 35
Ⅲ 貧困と経済援助 記述 30

合計 100

【学習のポイント】
・�基本的な出題範囲は、教科書、資料集、ならびに用語集である。教科書は複数の出版社から刊行されており、ある出版社
の教科書にある記述が、別の出版社の教科書には無い場合もある。また、ある記述が１社の教科書のみの場合もある。し
たがって、資料集や用語集などで補充することが必要である。また、各教材中の「図表」「グラフ」「年表」などについても、
細部まで目を配ることが必要である。さらに、教科書に記述のない新しい時事問題についても、日頃からニュース等を通
じて理解し、知見を深めることが望まれる。
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